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１．はじめに

　林木育種センターでは、（独）国際協力機構

（JICA）を通じ、平成24年7月からケニア森林研

究所（KEFRI）への技術協力「気候変動への適応

のための乾燥地耐性育種プロジェクト」を進めて

います。プロジェクトでは、毎年各分野の専門家

を派遣して現地で技術指導を行うとともに、研修

員の受け入れを行い、乾燥に強く生産性の高いケ

ニアの郷土樹種であるメリア（センダン科）など

の優良品種の開発・普及に取組み、現地にメリア

採種園2箇所（各10ha規模）を造成するなど大き

な成果をあげています。

　今年度は5月から6月にかけて4コース（プロ

ジェクト管理、DNA分析、育種理論、普及）計

7名の研修員を受け入れました。

２．今年度の研修概要

（１）プロジェクト管理コース（6月1日～14日）

　プロジェクト後半を迎え普及活動が重要に

なっていく中でKEFRI普及活動部門のトップで

あるチャガラKEFRI副所長を受け入れ、我が国

の育種事業の概要、民間苗畑や木材加工企業の

視察など幅広い研修を行いました。また、関西

育種場による育種研究やジーンバンクの取組な

どの研修を行いました。

（２）DNA分析コース（5月18日～6月14日）

　昨年度に引き続き2名の研修員を受け入れ、こ

れまで習得してきた実験手順の再確認を行うと

ともに、得られたデータの解析手法について学

習しました。また、林木遺伝資源の保存と評価、

活用等についての取組を学習しました。

（３）育種理論コース（5月18日～6月14日）

　昨年度同様2名の研修員を受け入れ、採種園の

管理手法、プロジェクトが計画する優良候補木

100本の選抜手順、造成予定の次代検定林の作

業手順等の指導を行いました。研修後、現地で

は優良候補木の選抜が無事完了するなど研修成

果が早々に現れました。

（４）普及コース（6月1日～6月28日）

　今年度初めて普及コース研修員を受け入れま

した。プロジェクト成果の普及活動に貢献でき

るよう造林地の視察、地域材利用の取組、木製

家具を対象としたマーケティング手法の学習な

ど川上から川下を意識した幅広い研修を行いま

した。

３．今後の取組

　プロジェクトは後半を迎え、研修成果の発現が

求められます。来年度も現地の状況を踏まえ適切

な研修となるよう取組んでいくことにしていま

す。

（海外協力部　海外協力課　清水俊二）写真　KEFRI副所長への検定林の説明

１．はじめに

　林木育種センターでは、森林の保全と健全な森

林の整備に資するため、多様なニーズに対応する

優れた品種等を開発し、採種園や採穂園造成用の

原種として、都道府県に供給してきました。

　開発した品種等の特性等の情報については、こ

れまでは主に採種園や採穂園を造成・管理する都

道府県に向けて提供を行ってきましたが、今後は

造林事業者や苗木生産者の方にも情報提供するこ

とで、開発した品種等をよく知っていただき、林

業経営に活用していただきたいと考え、エンド

ユーザーに向けたパンフレットを作成することに

しました。

２．このパンフレットの特徴

　このパンフレットでは、林木育種センターが近

年開発した代表的な以下の品種等について紹介し

ています。　

　エリートツリー、少花粉スギ、無花粉スギ、

少花粉ヒノキ、マツノザイセンチュウ抵抗性マツ、

雪害抵抗性スギ、材質優良スギ、幹重量の大きい

スギ・ヒノキ・カラマツ・トドマツ、材質優良カ

ラマツ等

　また、間伐等特措法の改正により新たに創設さ

れた特定母樹に係る制度についても解説していま

す。

　それぞれの品種等について、特長や利用例、特

性データ（樹高と胸高直径の他、特長である幹重

量やヤング率等）とその開発に際しての選定基準

を掲載しています。

　また、品種について問合せがしたい時や、苗木

を入手したい時に役立つように、各都道府県にど

の品種の採種園・採穂園が造成されているか（ど

の都道府県でその品種の苗木が入手できるか）が

分かる一覧表と、育種センターや都道府県の担当

部署の連絡先も掲載しています。

３．パンフレットを使った普及

　作成したパンフレットは林木育種センターの

ホームページに掲載して、どなたでも見られるよ

うにしました。また、このパンフレットを使った

品種説明会を昨年度から育種センターや各育種場

で開催しています。

　こうした取組により、造林を行う地域や目的に

合った品種の苗木を選んで植栽していただくこと

によって、当センターで開発した品種等が、その

能力をよりいっそう発揮し、林業に貢献できるこ

とと考えています。

　パンフレットは育種センターの HPからダウン

ロードできます。

http://www.ffpri.affrc.go.jp/ftbc/business/ka

nkoubutu.html

（企画部　育種企画課　天野里美）

写真　DNA分析技術指導
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